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県
指
定
史
跡
の
池
之
平
御
座
岩
遺
跡

岩
塊
群
7
5
年
前
の
原
風
景

諾
醐
貼
駆
大
が
か
り
な
伐
採
整
備

茅
野
市
郊
外
の
白
樺
湖
畔
に
あ

る
県
指
定
史
跡
「
池
之
平
御
座
岩

遺
跡
」
（
1
9
6
2
年
指
定
）
は
大

き
な
岩
が
特
徴
だ
が
、
長
い
歳
月

を
経
て
樹
木
が
茂
り
岩
も
見
え
な

く
な
っ
た
た
め
、
地
主
の
柏
原
財

産
区
と
池
の
平
土
地
改
良
区
は
、

県
や
市
の
補
助
な
ど
を
活
用
し
て

大
が
か
り
な
伐
採
整
備
作
業
を
行

っ
た
。
約
7
5
年
前
に
湖
が
農
業
用

た
め
池
と
し
て
造
ら
れ
た
当
時
の

風
景
が
戻
っ
た
。
財
産
区
と
改
良

区
は
、
一
帯
で
進
め
ら
れ
て
い
る

市
の
環
境
整
備
事
業
と
と
も
に
、

新
た
な
白
樺
湖
の
名
所
に
な
る
よ

う
期
待
し
て
い
る
。

白
樺
湖
畔
の

新
名
所
期
待

同
遺
跡
は
湖
北
岸
の
ほ
ぼ
中
央

か
ら
緩
傾
斜
で
湖
心
に
突
出
し
た

安
山
岩
の
岩
塊
群
1
8
0
0
平
方

㍍
。
1
9
5
3
年
に
湖
の
排
水
口

が
壊
れ
、
干
上
が
っ
た
際
、
現
れ

た
岩
穴
を
調
査
す
る
と
、
先
土
器

時
代
の
石
器
や
、
縄
文
早
期
か
ら

晩
期
に
か
け
て
の
石
器
、
土
器
、

土
偶
、
耳
飾
り
、
′
弥
生
式
土
器
、

須
恵
器
、
幣
玉
、
鉄
器
な
ど
、
古

代
か
ら
歴
史
時
代
に
至
る
遺
物
も

発
見
さ
れ
た
。
　
い
わ
く
ら

幣
玉
は
、
こ
の
岩
を
磐
座
と
し

て
峠
神
に
旅
の
安
全
を
祈
願
し
た

も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
武
田
信

玄
が
川
中
島
侵
攻
の
時
に
岩
の
上

で
休
憩
し
軍
団
を
整
え
た
と
も
伝

わる。場
所
は
観
光
セ
ン
タ
ー
の
近
く

で
、
間
も
な
く
完
成
す
る
屋
外
集

会
施
設
と
湖
の
間
の
遊
歩
道
の

脇
。
伐
採
作
業
は
1
3
～
1
7
日
に
行

わ
れ
、
雑
木
を
含
む
4
0
～
5
0
本
を

撤
去
。
整
備
後
は
、
散
歩
の
途
中

で
す
ぐ
日
に
入
り
三
並
ち
寄
る
人

も
増
え
て
い
る
。

群
馬
県
富
岡
市
か
ら
訪
れ
た
野

村
宏
幸
さ
ん
（
哲
、
清
美
さ
ん
（
倭

夫
妻
は
「
白
樺
湖
は
2
0
代
か
ら
来

て
い
て
、
最
高
に
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
頃
も
知
っ
て
い
る
が
、
武
田
信

玄
が
座
っ
た
岩
が
あ
る
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。
歴
史
を
感
じ
ま
す
」

と
話
し
て
い
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
篠
原
啓
郎
所
長

（
7
3
）
は
「
県
史
跡
と
い
う
こ
と
で

伐
採
を
し
な
か
っ
た
が
、
地
元
で

行
っ
て
い
い
こ
と
が
分
か
り
計
画

し
た
。
蓼
科
山
を
バ
ッ
ク
に
し
た

新
し
い
写
真
映
え
ス
ポ
ッ
ト
も
で

き
た
。
昔
の
よ
う
に
に
ぎ
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
願
っ
て
い
た
。

（
武
井
葉
子
）


